
22 21

病
態
医
化
学
の
優
れ
た
研
究
の
推
進
、

特
に
若
い
世
代
の
研
究
者
へ
の
援
助
を

念
願
さ
れ
た
同
氏
の
遺
志
を
、
本
セ
ン

タ
ー
は
継
承
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

本
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
よ
り
、
多
様

な
研
究
領
域
の
交
流
が
促
進
さ
れ
、
更

な
る
学
術
・
研
究
の
発
展
に
貢
献
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

２
０
１
２
年
度

五
月
祭
を
開
催
し
ま
し
た

　

５
月
26
日
と
27
日
の
２
日
間
、
常
三

島
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
２
０
１
２
年
度

五
月
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
五
月
祭
は
、

こ
の
春
に
徳
島
大
学
に
入
学
し
た
新
入

生
を
歓
迎
し
、
交
流
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
２

年
度
五
月
祭
の
テ
ー
マ
は「
H
A
P
P
Y 

L
U
C
K
Y 

S
M
I
L
E
」
で
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
で
希
望
に
満
ち
た
新
緑
の
季
節

の
祭
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

徳
島
大
学
地
域
・
国
際
交
流
プ
ラ
ザ

（
日
亜
会
館
）
１
階
の
「
ガ
レ
リ
ア
新
蔵
展

示
室
」
が
４
月
11
日
に
新
装
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
こ
の
展
示
室
は
、
徳
島
大
学

の
教
育
、
研
究
及
び
社
会
貢
献
の
進
展

に
資
す
る
と
と
も
に
、
広
く
社
会
に
向

け
た
情
報
発
信
と
、
地
域
住
民
と
の
交

流
の
場
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
す
。
学
内
外
の
来
訪
者
に
徳
島
大

学
を
紹
介
す
る
「
常
設
展
示
」
と
、
徳

島
大
学
の
活
動
状
況
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
企

画
展
示
」
に
区
分
し
て
お
り
、「
企
画

展
示
」
は
数
か
月
ご
と
に
入
れ
替
え
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
回
「
企
画
展
示
」
は
、「
古
代

ゲ
ル
マ
ン
の
英
雄
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
は
現

代
に
も
生
き
て
い
る
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
と
し
た
『
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
伝
説
の
世

界
―
英
雄
叙
事
詩
か
ら
オ
ペ
ラ
・
漫
画

ま
で
―
』
展
示
会
（
４
月
11
日
～
７
月
20

日
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
生
・
教
職
員

の
み
な
ら
ず
、
一
般
市
民
の
方
々
も
見

学
さ
れ
て
、
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　

第
２
回
「
企
画
展
示
」
は
、
晩
年
を

徳
島
で
過
ご
し
て
、『
徳
島
の
盆
踊
り
』

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
著
書
を
遺
し

て
い
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
文
人
モ
ラ
エ
ス
の
展

示
会
（
７
月
下
旬
～
11
月
下
旬
）
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
総
合
科
学
部
内
に
地
域

の
方
々
と
と
も
に
立
ち
上
げ
て
、
月
１

回
研
究
会
を
開
い
て
い
る
「
モ
ラ
エ
ス
研

究
会
」
の
企
画
に
よ
る
も
の
で
す
。
モ

ラ
エ
ス
研
究
会
は
、
本
号
特
集
4
ペ
ー
ジ

に
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
入
場
無
料
、

一
般
市
民
の
方
々
も
大
歓
迎
で
す
。
毎

回
の
企
画
展
示
を
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

「
ガ
レ
リ
ア
新
蔵
展
示
室
」が

 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
たリニューアルオープン式典でのテープカット

（左から佐野理事、香川学長、石川総合科学部長）

徳島大学藤井節郞記念医科学センター
完成予想図（2013年7月完成予定）

平
成
24
年
度

徳
島
大
入
学
式
を
挙
行
し
ま
し
た

　

４
月
６
日
、
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
で

平
成
24
年
度
入
学
式
を
挙
行
し
、
合
計

1,
9
8
5
名
（
学
部
1,
3
4
2
名
、
大

学
院
修
士
（
博
士
前
期
）
課
程
4
8
5

名
、
大
学
院
博
士
（
博
士
後
期
）
課
程

1
1
2
名
、
３
年
次
編
入
学
46
名
）
の

入
学
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
学
式
で
は
、
入
学
生
を
代
表
し
、

工
学
部
生
物
工
学
科
の
冨
士　

瞳
さ
ん

か
ら
「
本
学
の
教
育
方
針
に
従
っ
て
学

則
を
ま
も
り
、
学
術
の
研
究
と
人
格
の

陶
冶
に
努
め
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と

宣
誓
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
香
川

　

５
月
26
日
は
、
朝
か
ら
ス
テ
ー
ジ
企

画
、
教
室
企
画
等
が
始
ま
り
、
多
く
の

模
擬
店
が
出
店
し
ま
し
た
。
暑
い
１
日

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
来
場
者

が
あ
り
、
模
擬
店
に
は
列
が
出
来
る
一

幕
も
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
桑
野
駅
か
ら
徳
島
大
学
へ
の
30

㎞
の
道
の
り
を
歩
く
貫
歩
企
画
は
、
５

月
26
日
か
ら
27
日
に
か
け
て
行
わ
れ
、

約
１
８
０
名
の
参
加
者
は
友
人
と
励
ま

し
合
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
、
無
事
に

歩
き
き
り
ま
し
た
。

平
成
24
年
春
の
生
存
者
叙
勲
を

次
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
中
綬
章   

三
井　

宏　

（
徳
島
大
学
名
誉
教
授
教
育
研
究
功
労
）

瑞
宝
小
綬
章   

三
浦　

猛
夫　

（
元
徳
島
大
学
事
務
局
長　

　

文
部
行
政
事
務
功
労
）

瑞
宝
双
光
章   

志
摩　

利
忠　

（
元
徳
島
大
学
医
学
部
事
務
部
次
長　

　

文
部
行
政
事
務
功
労
）

学
長
か
ら
は
「
柔
軟
な
見
識
や
幅
広
い

知
識
に
基
づ
く
確
か
な
理
解
力
や
判
断

力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に

つ
け
、
有
意
義
な
大
学
生
活
を
送
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
の
お
祝
い
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

徳
島
大
学

藤
井
節
郞
記
念
医
科
学
セ
ン
タ
ー

起
工
式
を
行
い
ま
し
た

　

４
月
20
日
、
蔵
本
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、

徳
島
大
学
藤
井
節
郞
記
念
医
科
学
セ
ン

タ
ー
起
工
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
セ
ン
タ
ー
は
、
一
般
財
団
法
人
藤

井
節
郞
記
念
大
阪
基
礎
医
学
研
究
奨
励

会
か
ら
の
ご
寄
附
に
よ
り
、
優
秀
な
若

手
研
究
者
の
育
成
と
医
科
学
研
究
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設

置
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

一
般
財
団
法
人
藤
井
節
郞
記
念
大
阪

基
礎
医
学
研
究
奨
励
会
は
、
本
学
医
学

部
酵
素
生
理
学
部
門
（
現
在
の
疾
患
酵

素
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）
の
教
授
を
務
め

ら
れ
、
制
癌
剤
の
研
究
等
で
大
き
な
功

績
を
残
さ
れ
た
故　

藤
井
節
郞
氏
に
よ

り
、
１
９
８
０
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

ステージ企画

多くの人でにぎわいました

　
海
外
体
験
記
の
活
動
の
内
容
を
も
っ

と
詳
し
く
知
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
提

携
を
し
て
い
る
学
校
の
こ
と
と
か
研
究

の
内
容
と
か
・
・
・
特
集
を
組
ん
で
も

ら
え
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
回
答
】

　

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
学
生
の
日
常
生
活
や
サ
ー
ク
ル

活
動
と
と
も
に
、
多
く
の
保
護
者
の
方

が
大
学
の
研
究
内
容
や
海
外
留
学
を
体

験
し
た
学
生
の
活
躍
に
感
心
を
持
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

徳
島
大
学
も
、
よ
り
一
層
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
よ
り
多

く
の
学
生
に
海
外
留
学
の
チ
ャ
ン
ス
を

与
え
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
お
り
ま

す
。
ご
提
案
い
た
だ
い
た
企
画
も
前
向

き
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


